
 団体名 

    南城市立知念幼稚園 

連絡先  TEL：098-948-1751 

Eメール：kina00401@city.nanjo.okinawa.jp 

 

１ 実践事項 

タイトル：「のびのび わくわく にこにこ 楽しい幼稚園！」 

 

２ 実践内容 

・身近な自然や友達と関わり、遊びを通して主体的に活動する力を育くむ。 

 

３ 説明資料   
   

① 身近な自然に関わる園庭環境                 ② 集団遊びを楽しむ 

・季節の草花や野菜、幼虫の食草等を計画     ・友達との関わりを通して自分達で新たなル 

的に栽培し、遊びに活用する。          ールを決めたり、新しい遊びを友達と一緒に 

・自分で捕まえたカマキリやバッタ、幼虫         生み出したりするなど、遊びが発展する面白 

などを飼育し、観察や触れ合いを楽しむ。     さを経験する。 

 

する。 

 

 

 

栽培しているじゅずだまで 緑 水色 濃い水色 藤色 紫       知念幼稚園版       “宇宙人ごっこ”     

ネックレス作り 赤紫 赤 桃色の 8色の色水   “だるまさんがころんだ”  「宇宙人が来たぞ～！」 

       

② 自分の思いを伝えよう           ④ ＰＤＣＡサイクルを再認識する 

・帰りの集まりや遊んだ後、遊びの振り返りを   ・週案の見直しや日々の保育カンファレンスを 

行う。また遊びや活動の中で、自分の思いや      行い、ＰＤＣＡサイクルを活かした教育活動 

考えを話したり友達の話を聞いたりする場を      が展開できるようにする。 

設け、話し合う経験を積み重ねていく。  

 

 

 

 

 

グループでの話し合い      遊びの振り返り       写真を活用した前週の反省（左） 発達の過程を掲示する 

今週の週案（右） Ⅰ期～Ⅲ期(４～１０月) 

 

４ 成果 

・身近な環境に好奇心をもって関わるようになり「～したい」「今日も～する」と元気に登園し、

主体的に活動する幼児の姿が見られるようになった。 

・幼児の主体性を大切にすることで、園生活を楽しみ、自己発揮しながら様々なことに挑戦する 

姿が見られた。 

 

５ 課題 

・一人一人の幼児の思いを受け止め、実現するための環境構成や援助の工夫が必要である。 

・遊びや活動の中で幼児の姿を読み取り、見通しをもった環境構成の工夫や改善に努めていく。 


